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□日時 

  令和６年１２月１９日（木） 午後３時 

 

□場所 

    由利本荘市役所 ４階 正庁 

 

□出席者 

   市長               湊   貴 信 

   教育委員会教育長               秋 山 正 毅 

   教育委員会教育長職務代理者     佐 藤 道 昭 

   教育委員会委員                 小 坂 綾 子 

   教育委員会委員           佐 藤 美 帆 

   教育委員会委員           嵯 峨 泰 治 

 

□案件 

１．市長あいさつ 

２．報告 

３．意見交換 

(1) 社会的自立に向けた児童生徒への支援について 

(2) 子どもたちへの教育について 

４．その他 

 

（事務局職員） 

   総務部長                   髙 橋 重 保 

教育次長                   熊 谷 信 幸 

   総務課長                   小 番 正 明 

   教育委員会教育総務課長            三 浦 雄一郎 

      教育委員会主幹兼学校教育課長         倉 田 和 人 

   教育委員会生涯学習課長            三 浦 啓 助 

   教育委員会本荘教育学習課長          佐々木  錬 

   教育委員会中央図書館長            越 川 憲 光 

   教育委員会学校教育課長待遇          東海林 早也加 

   教育委員会学校教育課参事兼課長補佐      佐々木 綾 子 

   教育委員会教育総務課参事兼課長補佐兼総務班長 佐々木 夢 司 

総務部総務課参事兼課長補佐          工 藤   将 
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（開会 午後３時） 

 

それでは、ただ今から、 

「令和６年度 由利本荘市 総合教育会議」を 

開会いたします。 

はじめに湊市長より、あいさつを申し上げます。 

 

  

 開会にあたり、一言、ごあいさつ申し上げます。 

 本日は年の瀬の大変ご多忙のところ、ご出席をいただき、誠にあ

りがとうございます。 

  また、皆様には、日頃より、市政の推進に、深いご理解とご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 中でも、教育行政の推進につきましては、日夜ご尽力いただいて

いるところであり、重ねて御礼申し上げます。 

 はじめに、本年この七月、本市を襲った豪雨災害について触れさ

せていただきます。 

 この度の災害は、市内各地にこれまでに経験のしたことのない甚

大な被害をもたらしました。              

 現在、市役所全庁を挙げて復旧に取り組んでいるところでありま

すが、今後の見通しについては、被災箇所数が膨大なこともあり、

三年程度はみないといけなのではないかと感じているところであり

ます。 

 

 今後の復旧・復興に向けては、地域の皆さんのご協力がなにより

重要でありますが、本日ご臨席の皆様にも、お力添えを賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 

 さて来年は、由利本荘市が誕生してから二十周年の記念すべき年

を迎えます。平成から令和に連なるこの二十年、地方を取り巻く環

境は大きな変貌を遂げました。 

 特に、急速に進行する人口減少と少子高齢化や、加速するデジタ

ル化などの社会情勢の劇的な変化は、私たちのような大人ですら 

対応していくことが大変困難であります。 

 

 将来の由利本荘市、そして日本を背負っていく子どもたちには、

将来の変化を予測し順応していくスキルや、仲間とともに たくまし

く生き抜く力が求められます。 

 

 こうしたなか、本市では、昨年度、「教育支援センター」を開設

し、児童生徒及び保護者、教職員、学校を包括的・多面的に支援し

てきているほか、引き続き、ＩＣＴ教育や、コミュニティスクール

の推進などの支援を充実してまいりたいと考えているところであり
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湊市長 

 

 

 

秋山教育長 

 

 

 

ます。 

 

 本日の総合教育会議では、 

「社会的自立に向けた児童生徒への支援について」 

「子どもたちへの教育について」 

の二件を議題に選びました。 

 

これらの案件について、皆様から様々なご意見を頂戴しながら、議

論してまいりたいと思っております。 

これからの子どもたちの未来と本市の将来を見据え、よりよい教育

行政の実現につなげてまいりたいと考えておりますので、本日は、

何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 ありがとうございました。 

 それでは、次第に従いまして、はじめに、教育長より報告をいた

だいた後に、教育委員会事務局より話題提供「社会的自立に向けた

児童生徒への支援について」の現状等を報告していただいた後、市

長と教育委員の皆様による意見交換を行っていただきます。 

 もう一つの意見交換として、「子どもたちへの教育について」と

題して、今の子どもたちには、どのような教育が必要なのか、どの

ような学習環境がもとめられるのか、などについて、フリートーク

を行っていただきたいと存じます。 

 皆様におかれましては、ご自由に忌憚の無いご意見を出していた

だきたく、よろしくお願いいたします。 

 なお、話題提供の説明資料につきましては、お手元に印刷したも

のを準備しておりますが、ステージ側に設置しているスクリーンに

も映しますので、そちらをご覧いただければと存じます。 

 また、議事録作成の関係で、発言する際には、マイクを使用して

いただきますようお願い申し上げます。 

 それでは、以後の進行については、市長に行っていただきます。 

 

 市長、よろしくお願いいたします。 

 

 

 それでは、次第に従いまして、進行してまいります。 

２の「報告」を教育長より、お願いいたします。 

 

 

 それでは、私から何点か、教育委員会としての今年度の取り組み

について、この場をお借りして報告させていただきます。 

 小中学校では、来週の１２月２５日に冬休み前集会等を行い、２

６日から１月１３日まで冬季休業に入ります。 
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 教育委員会の中でも報告されているのですが、今年度の子供たち

の交通事故は３件で、自転車の転倒での怪我はありましたが、それ

以外は大事に至るものはありませんでした。またそれ以外でも、校

内外で大きな事故や事案がなくここまで来ていることは、日頃から

の学校の指導や細かな支援、そして地域の見守り活動のたまもので

あると、ありがたく思っています。 

 冬休み中、そして今年度最後まで、子どもたちが元気で生活でき

るよう、重ねて学校には安全指導、生活指導の充実を求めてまいり

ます。 

 なお、子どもたちの安全に関連し、今年度はクマよけの鈴を市の

予算（500 万ほど）で購入し、全児童生徒に配布することができま

した。幸い、本市においては昨年に比べて目撃情報も少ないのです

が、昨日も本荘地域の親川で目撃されるなど安心できる状況ではあ

りません。秋田市の事例からも、油断することなく対応していきた

いと考えています。 

 

 次に、児童生徒数の推移についてお話いたします。 

 まずは、現在本荘地域の小学校の再編を進めており、令和８年４

月には本荘地域に小学校３校、中学校３校、小中同一の学区として

再スタートします。 

 それとともに、その後の市内全域の学校のあり方についても、今

後の児童生徒数の数から考えて、速やかに、しかし丁寧に検討を進

めなければと考えています。 

具体的な数字で見ると、令和６年度当初の本市の小学校児童数は、

２，７６７人、中学校生徒数は１，６５７人でした。本市の出生数

から予測する６年後の児童生徒数は、小学校で２，０９６人、中学

校で１，３０６人、合計３，４０２人となり、６年間で児童生徒数

が１，０２２人減となる見込みです。 

 今年度の新山小学校児童数は６１０人ですので、それの１．５倍

以上の子どもの数が６年間で減ることになります。 

 このような急激な状況の変化を見据えながらも、通学距離や通学

方法、地域における学校施設の多様な活用のあり方等、多面的に検

討し、より良い本市の学校教育、地域の活性化を描いていきたいと

考えております。 

 

 次に、部活動の地域移行に関する現状についてです。ニュースで

は神戸市では、市内の公立中学校で部活動を再来年度から廃止し、

地域に移行することを表明したようです。一方、国としては移行期

間を３１年度まで延長するとの報道もあります。 

 このような状況の中、本市においては部活動地域移行推進コーデ

ィネーターを中心に、各中学校の関係者とスポーツ協会等の関係団

体からなる部活動地域移行関係者協議会を開催し、移行についての

具体的な進め方について検討を重ねております。また、生徒、保護
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湊市長 

 

 

 

 

者、指導者へのアンケートも行うことで、現状のニーズ等の確認も

進めております。 

 今年度中には由利本荘市の推進計画をまとめ、関係者や児童生徒、

保護者の皆様とも共通理解を図りながら、地域移行を進める予定で

あります。 

 

 次に、「ゆりほんＩＣＴ子供の学びアップデートプラン」につい

てです。 

 各学校では、ＩＣＴを活用した学習に積極的に取り組み、その実

践も重ねられてきています。また、鳥海小学校では、秋田県の指定

である「ＩＣＴを活用した授業力向上事業」に取り組み、授業研究

会を重ねながら市内はもとより県内全体のＩＣＴ教育の実践研究の

推進に力を発揮しているところであります。 

 なお、本市では情報支援員を各校に配置し、子どもたちの学習で

のタブレット活用の支援や先生方の資料作成の援助を行ってもらっ

ています。また教職員の負担軽減の面でも、校内のアンケート結果

のまとめ等、様々なデジタルデータ管理などの校務にも専門的技能

で効率よく処理してもらっていることから、学校からは大変好評を

得ております。 

 

 最後に図書館システムのＩＣＴ推進についてであります。 

 これは、中央図書館の蔵書や資料をＩＣＴ化し、その中央図書館

の機能を高めながら移動図書館、地域の図書貸し出しの一元化等を

進め、地域住民のニーズに応えていく、「読書のバリアフリー化」

に取り組んでおります。本が並んでいるけど人のいない図書室から、

活用される図書資料提供のあり方を検討してまいります。その中で

は、図書資料の活用における検索の利便性や最新の情報を手にでき

るデジタルの良さと、紙をめくりながら本を読む楽しさや心の落ち

着き等のアナログの良さなども含め、それぞれの特徴を確認しなが

らより良い図書館のあり方を研究してまいります。 

 

 なお、ただいまご報告申し上げた内容や、今日の話題となる児童

生徒への支援のあり方も含め、この総合教育会議で話し合われたこ

とをベースとしながら、令和７年度に行う、次の令和８年度からの

教育大綱の検討に活かしていきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

 

 

 報告が終わりましたが、ご質問やご意見はありませんでしょうか。  

 無いようですので、次に、３の「意見交換」に入ります。 

 話題提供といたしまして、 

「社会的自立に向けた児童生徒への支援について」の説明をお願い

します。 
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 「社会的自立に向けた児童生徒の支援について」教育委員会の取

り組みをご説明いたします。 

 はじめに、支援を必要とする児童生徒の現状について、いくつか

の数値をもとにお話いたします。 

 １．本市における不登校の児童生徒の状況であります。 

 過去３年間の状況を見ますと年々増加する傾向にあり、その増加

率も高まっていることがわかります。秋田県全体も同様の傾向であ

ることも見て取れます。また、本市小学校の増加率が中学校よりも

高いことも見て取れます。こちらに数値の記載はございませんが、

不登校児童生徒数を全児童生徒数で除したいわゆる出現率をお伝え

いたします。令和３年度が２．１８％、令和４年度は２．４３％で、

令和５年度は３．１４％という状況です。 

 次に、２．学校生活サポートの希望者数です。 

 学校生活サポートは通常学級に在籍する特別な支援を必要とする

児童生徒に適切な支援を行うことを目的に小学校に配置しておりま

す。こちらに数値をお示したように毎年２００弱の希望があり小学

校の児童数で除した割合としますと約６％でございますが、年々微

増の傾向にあることが伺えます。 

 最後に３．特別支援学級の児童生徒数です。 

 特別進学級への入級は毎年教育支援委員会を開催し決定している

ところですが、ここ数年の在籍人数は１１０人程度で、それほど大

きな変化は見られません。ただ、全体の児童生徒数では年々減少し

ておりますので、こちらの人数も割合としましては微増傾向にある

と捉えております。こうした実態を踏まえた教育委員会の現在の取

り組みについて、この後ご説明いたします。 

 １つ目は教育支援センターによる不登校児童生徒への支援につい

てです。本市では児童生徒と保護者、教員、学校を包括的多面的に

支援するための教育支援センターを設置しております。このセンタ

ー内に不登校児童生徒を対象に、個別支援や集団活動を通して学習

意欲を高めたり、自立心や社会性などを育てたりして社会的自立を

目指すよう働きかける本荘ふれあい教室が開催されております。 

今年度は現在、小学生が４名、中学生が１５名の計１９名が通級を

希望している状況です。このふれあい教室では、通級生が自分で計

画を立てて取り組んでいる教科学習の支援を行ったり、創作活動、

スポーツ、社会体験等を通した自立への意欲の環境を促す活動を行

ったりしています。具体的には、調理実習や外部講師を招いてのお

菓子作り、野菜作りなどの創作活動、市立図書館を訪問しての職業

体験、軽運動などとなります。休憩時間などにはカードゲームなど

を通じて通級生同士のふれあい活動を進め、仲間作りにつなげてお

ります。また保護者支援といたしまして、電話や訪問などによる相

談を行っておりますが、今年度からオンラインによる相談も開始し、

多様なニーズにも対応できるよう工夫を図っているところです。 

 課題といたしましては、本市は面積が広大なため、居住する地域
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湊市長 

 

 

 

 

 

によってはふれあい教室の通級が困難な場合も考えられるというこ

とです。今年度の通級生の所属校を見ますと小学校は、新山、鶴舞、

尾崎、東由利、中学校は本荘南、本荘東、矢島、西目、大内であり、

旧本荘市内の在籍者の割合が６３％という状況でございます。 

 次に学校生活サポートによる支援についてお話しいたします。 

 学校生活サポートには生活サポート、学習サポート、医療サポー

トがあります。学習サポートは、説明の書き取りの支援や確認、用

具準備、課題取り組みへの援助など、授業における個別支援や教室

移動時の補助や休み時間の見守りなどの生活面や安全面に関する支

援またはクールダウンを促したり、児童生徒の相談に乗ったりする

など心理的安定に関する支援を行います。学習サポートは、理解が

不十分な学習事項への個別支援を行います。医療サポートは、服薬

のサポート授業や休み時間の見守りを行います。こうした学校生活

サポートによる個に応じた支援は普通学級に在籍する特別な支援を

必要とする児童生徒がより良い環境で学校生活を送るための重要な

取り組みであると捉えております。 

 最後に３．関係各課との連携による一貫した支援体制についてで

す。児童生徒の集約につきまして、以前は健康づくり課、こども未

来課、学校教育課がそれぞれ対応しておりましたが、適切な就学に

向けて現在では福祉支援課を含めた４課で協力して取り組んでおり

ます。４課が連携して取り組むことで、認定子ども園や保育所、小

学校中学校との間で共通理解が図られ、児童生徒に対して一貫した

支援を行うことが可能となっております。また教育委員会所属の就

学支援員と学校間連携コーディネーターを配置することで講師間の

情報共有を促進し、スムーズな連携を目指しているところでござい

ます。不登校児童生徒に関しましてですが、その要因は多岐にわた

る上に複雑に絡み合っているため、学校で解決することが困難なケ

ースも多く見られます。さらに、不登校生徒が義務教育終了後に社

会との接点を持てなくなり、引きこもり状態に陥ることも強く懸念

されております。そこで支援を要する児童生徒および、その保護者

等に関する情報や支援内容につきまして、４課による会議を定期的

に行い共有しております。こうした取り組みにより就学前から義務

教育終了後まで長期にわたる児童生徒への一貫した支援体制を構築

しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 

 ただいま説明が終わりまして、この後皆様方から少しいろいろ意

見だとか質問等々も含めてお話を伺ってまいりたいと思います。最

初、まず教育長からお話しいただきまして、その後、佐藤職務代理

代理者、それから小坂委員、その後佐藤美帆委員、嵯峨委員という

順番でお話を伺ってまいりたいと思いますので、お願いしたいと思

います。 
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秋山教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湊市長 

 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今のお話について、まず教育長からのお話をお願いします。 

 

 

 はい、わかりました。 

 私の方からこの最初のテーマである社会的自立っていうことを考

えた時に、ものすごく多様な見方があるんだろうなというふうに私

は思いました。私自身は、生涯に渡って自分の成長を自覚して、充

実した人生を送る、そういう力をつけていく、そういうことが、社

会的自立につながっていくのかなっていうふうに思っています。 

今学校教育課の中からは、支援を必要とする子どもについてたくさ

んの説明がありました。それは丁寧にやっぱりやっていかなければ

いけないことだなと思いますけれども、それと同時に例えばですよ、

現代では離職率が非常に高くなっています。令和５年発表の３年以

内の離職率って、高校新規採用で３７％、大学新規卒業で３２％が

離職するんです。離職が悪いことではないんですけども、その次の

ステップまできちんと進んでいく力を持っていくというのがすごく

大切なんだろうなと思います。困難にぶつかった時にこう広い視野

でものを捉えて、それから近づく進んでいく。そういうことをやっ

ぱり学校教育の中でも培っていかなければいけないなというふうに

考えています。そういう意味での教育のあり方というのは様々なご

意見をいただきながら、私たちもより研究してまいりたいなと思っ

ています。 以上であります。 

 

 

 はい、ありがとうございます。 それでは佐藤職務代理者、お願い

します。 

 

 

 佐藤道昭です。子どもたちもやっぱり人間ですので、特異性が様

々あるわけです。本当に走るのが速い子もいれば遅い子もいる。同

様に学業に対しましても算数得意な子、また苦手な子たくさんいる

わけで。またずっと座っていれる子また座っていれない子というそ

ういう差が出てくるわけで、それが全て、この支援とか学力とか、

そういうものに表れてしまうわけでございます。 昔の先生たちは、

なんでこれできないかと怒りながらも伸ばしていた。 それも昔のや

り方ですが、今それやりますと問題になりますし、今の時代ではそ

れはそぐわないかと思うわけでございますので、むしろいつも言っ

ております、褒めながらいい点を伸ばしていく。 悪い点も伸ばせれ

ばいいんですが、そこを無理やりこじあけるではなく、機会を待つ

という教育方向に導いていければと思っておりますので、今の時代

はどうしても学力とか点数とかの平均によりまして、その学校や学

級、また子どもたちの位置づけというのが決められてしまうんです

が、先生方もある程度それは大事なんで。それを気にせずに子ども
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湊市長 

 

 

小坂委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たちのいいところを目にかけながらも伸ばしていって。そしてそれ

が自信となって学校に出てくる。また授業を受けてくる、友達と交

流を深める。そういう場を作れればというのが私の理想ではありま

す。ふれあい教室というのは本当に本市にとりまして、とっても大

事な事業の一つであると思います。さらに支援の学習生活サポート

の支援の先生方が多く各学校で、この学校の先生方のサポートをし

てくださいます。これは本当にありがたいことですので、当然、こ

れにはお金がかかることではございますが、どうにか支援の人たち

の増やす意味、これから多分増えてくると思うんで、子どもたちは

減ってもこの学習生活サポートは今までと同じもしくはそれ以上に

増える可能性はありますのでそういう人たちの雇用の保障と言いま

すか、そちらもできれば含めてお願いしたいなと思っております。

ふれあい教室に関しましても、充実とそして拡大ですね、先ほどの

話ありました遠距離からはなかなか来るのは大変だとすれば、また

別のところにもう一つ拠点を設けてやるとか、そういう方法も考え

られるのではないかと思っております。また他にも様々ありますが、

この後でお話させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 はい、ありがとうございます。 それでは小坂委員にお願いします。 

 

 

 子どもたちが多様になってきているために、先生たちが様々な対

応をしている中でも、どうしても不登校に入ってしまう子どもが今

増えている現状だと思いますが、先ほど佐藤道昭委員がお話ししま

したように一人一人に上手に対応できていれば、もっとやっぱり不

登校を減らせるのではないかと私も思います。 

 そういう意味で２０年まではいかないと思いますが、１５・６年

前に一度不登校のピークがあったんですが、ゆとり教育が始まって、

にかほ市にいたころは最大に上がってゼロまで下がったんですね。

その時にどうしたかというと、市全体に指示があって１日目の休み

は、電話で確認。２日目には家庭訪問ということで、すべての学校

はそれを行いました。不登校に入る子どもたちは本当に不登校にな

らなくても済む、その子の気持ちを理解してあげると、学校に戻る

ことができる子どもたちも半数以上いると思います。その子たちが

不登校の生活に慣れて朝起きなくてもよいことに慣れる、その１週

間以上学校を休み続けることで学校に来なくてもいいことに生活が

慣れてしまうことを二次障害と言いますが、そうなる前に揺れ動か

して、そして子どもたちを学校に戻せる子どもたちは戻した方がい

いと思います。 そういう面で昨年度も私言いましたが、やはり教育

支援センターには来れない、でも教育支援センターに来るためには

それなりに日数を経て教育支援センターに来ているので、やっぱり

１番近い窓口は各学校です。各学校で校内教育支援センターのよう
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湊市長 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なものがあって、例えば今課長さんのお話を伺いながら学習サポー

トが各学校にサポートが５名いますが、この方々は教員免許を持っ

ていると思いますので、そういう名称で、例えば不登校サポートの

ように、不登校がいない間は教育支援センターで一緒に仕事をしな

がら、不登校が出てきたという情報が入ったところで、各学校に行

って、そしてその電話の相談と、お休みの電話の受付と。それから

１番不登校を始めて１週間ぐらい苦しむのは母親です。 この母親の

思いを、そういう母親は１時間とか２時間とか相談に時間がかかる

ので、担任の先生ではとても対応ができませんので校長とか教頭と

か学級を持ってない先生たちが行っているのですが、それも複数と

なるととても対応しきれない状態になっているのではないかと予想

されます。 そういう意味で校内の支援センターがあって、不登校サ

ポートの先生がいることでじっくりお話を聞いて、そして子どもの

要求を聞いて２・３日で学校に戻れる子もいるので、しばらく心が

疲れて休むことで２・３日休むことで学校に復帰することができる

子どもがかなりおりますので、そういう子どもたちを見逃さずに、

やっぱり学校に引き戻してほしいと思います。その中でいろんな相

談していく中で、やはり学習障害だったり、精神障害だったりとい

うことで、医療のケアは絶対必要な子ども、各学校に１０人の中の

１人か２人は医療を受けなければ絶対なんともできない子もいると

思いますので、そういう時にはカウンセラーとかスクールソーシャ

ルワーカーが医療とつなげてくれたりしますので。 そういう面で窓

口を一番最初のきっかけになったところで子どもを受け入れて、そ

して早めに学校に戻すという、そういう対策ができる、そういう体

制になることで、今の子の不登校の数を激減させていけるのではな

いかと。 それがやっぱり先ほど道昭委員がお話しした子どもをゆっ

たりこう受け止めるという体制ができるかどうかということだと思

います。 どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

 

 ありがとうございます。 それでは佐藤美帆委員にお願いします。 

 

 

 はい、本日はよろしくお願いします。 先ほど道昭先生からも小坂

綾子先生からもお話がありましたが、私、日頃は自営業でお店を経

営してるんですが、来るお客さんたちを見ていて、非常に自分の気

持ちを話す場を求めてるなということを感じています。 ただ商品を

買いに来るのではなくて、お子さんのことであったり、親御さんの

ことであったり、隣近所には話せないようなこととか、家族の中だ

けでは解決できないようなことを話しに来てくださる方がとても多

いなあというふうに感じます。その中で２０２４年、今年４月に合

理的配慮の提供というのが義務化されたことは、皆さんもご存知の

ことかと思いますが、このことから、私もいろいろこう考えること
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湊市長 

 

 

 

嵯峨委員 

 

 

 

 

 

があって、思いを待って先ほど定例会の最後で申し上げてしまった

んですが、平等と公平の違いについて非常にこう考える、考えを深

める機会が増えました。平等とは、私もはっきりとわかって、平等

とかを使っていたわけではなかったんですが、平等というのは誰も

が同じ能力だ、画一的に捉えて、特性とかを一切考慮せずに、平均

的な人物像を思い描いて等しく扱うことだそうです。 私が子ども時

代には非常にこういうのは強く感じて育ってきました。 公平という

のは一歩進んでいて、人によって能力には差があるということを特

性に違いがあるということをお互い認めて、能力を合わせて公正さ

を持って対応するということでした。どうも私も最近深く知ること

ができたんですが、なんとなくなんか今まで引っかかってきたこと

が、ストンと落ちたような気がして、いろんな方とこう関わってい

く中で、実は慈悲バイアスというものがあるんですけど、それが働

きすぎることも実は相手の成長の機会、自身の成長の機会を奪って

しまうことだって、あまり良くないことだということだったんです

よね。その慈悲バイアスが、実は家族の中では非常に働きすぎてし

まう。そういうことで不登校のお子さんもお母さんも実はとても悩

んでいたりとかするんですね。 ちょっと個人の考えにはなってくる

んですが、リスクというのはハイリスクでもいけないんですけれど

も、回避しすぎてもいけなくて。教育の現場で、ご家族にこういう

ことを言ってはいけないんじゃないだろうか、子どもにここまで無

理をさせてはいけないんじゃないだろうか、という判断に迷うこと

ってあるかと思うんですが、先ほど小坂綾子先生もおっしゃってま

したが、１日目登校しなかったらまず電話をかけてみる、２日も登

校しなかったら会いに行ってみるというのは実はなかなかできるこ

とではなかったりするんですよ。担任の先生もまあ時間がないとい

うのもありますが、会いに行くのを拒まれる方っていうのも一定数

いらっしゃるので、そういったところを通じないこともあるかもし

れないけれども、先生たちも乗り越える勇気というか、そういうの

を私たちは後押ししてあげられる存在でありたいなと思っていま

す。以上です。 

 

 

 はい、ありがとうございました。 それでは嵯峨委員にお願いしま

す。 

 

 

 はい、社会的自立に向けて児童生徒の支援についてというところ

からですと、保育園とか小学校中学校の園医校医をやらせていただ

いている立場から、この行政機関がですね、こども未来課、健康づ

くり課、福祉支援課、学校教育課、行政が連携をしてくれているこ

とで、実はこの保育園から小学校になる時、この子大丈夫かなって

いう子を取り上げ、ピックアップしてくれて、学校でも注意して見
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てくれて、成長過程でむしろ伸びていくという子もたくさんいてび

っくりしていたところなんですけれども、一方でこの子は優秀だな

という子が 学校に来れなくなっちゃうっていうことって、やっぱり

結構少なくない。児童生徒の中でも目にすることがあったんです。 

けれども不登校、引きこもりにもいろんな原因があると思うんです

が、まず秋田県の教育レベルが高いって、特に小中学校って高いと

思うんですけども、少子高齢化であるからこそ取りこぼしが少ない

と思うんですね。背中を押して引き上げてくれて、その中央値が高

い状態っていうのを下を押し上げてくれてる部分が中央値が高く

て、その成績がいいところにつながっていると考えています。その

なかで学校に行ってさえくれれば、もしくは、ふれあい教室に家族

や本人がいければ教育を受けられると。義務教育を受けて、次のス

テップに踏めるような子は結構救ってくれてると思うんです。もう

一つ、行きたくても行けない子っていうのがうちに通院してる子で

もいるんですけど、非常に優秀な勉強めちゃくちゃできるんですけ

ど学校に行けない。なぜかというと起立性調節障害で朝起きられな

いと。 ただ、日中自分で勉強して高校大学に進学していくという子

もいましたね。僕の大学の後輩でも、大検を取って入学してきた子

いましたけれど、その子たちは集団生活が多いとリズムが作れない

んですけど、自分のリズムの中で、例えば朝起きれないから、お昼

から起きて夜まで自分で勉強するしかない環境だったんで、それが

できる子だったんだと思うんですけれども、これは医療でも、なか

なか調節してあげられない部分っていうのがあって、そういった本

当に優秀な子だけど学校に行けないからどのぐらい優秀かもわから

なかったりで自分の意思が、あと家族の協力がないと伸びていけな

いとか、こういった子たちがどうやって伸びていけるのかなとか考

えた時にやはりＩＣＴの活用だろうと思うんですけれども、そうい

う子以外はおそらく行政やそういった教育の現場で十分救ってきて

くれてるんで、あと隠れている引きこもり不登校の子たちがＩＣＴ

を活用して、あの子たち結構それこそ情報通信を活用して検索能力

すごい高い子っている、少なくないと思うんですよね。もしかした

ら大人よりも上手に検索してくれるかもしれない。 物事をそのなん

でだろうって興味が湧けば、そのための義務教育をどう知識を得て

いくかっていうと、例えば２４時間オンデマンドで授業を自分で動

画でウェブ授業を受けることができる環境であったりとか、もちろ

んその中には、家族の協力があって部分セキュリティとかそういっ

た問題があると思うんですけど夜しか起きられないから、夜から朝

まで、もしかしたら授業一日分だけじゃなくて何日分も取り戻せる

かもしれない。 おそらく行けなくなると次に行くときに自分が追い

ついてないなと思うからいけなくなっちゃうんで、そこら辺もなん

とか今の時代だからだからこそできる方法っていうのは取れたらい

いなと、以上です。 
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倉田主幹 

兼学校教育課長 

 

 

 

湊市長 

 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋山教育長 

 

 はい、ありがとうございました。 ここで私も少し、最後また皆さ

んと話しするなり、教育長にということで、今大変参考になる意見

を多々いただきました。非常に難しい、例えば、さっきの話で、２

・３日で学校に戻るって、戻すっていう先ほどのお話ありましたけ

ども、この不登校のことについて、これはやっぱり教育長の方が詳

しいんでしょうけど、今その考え方なんですが、不登校になってる

人を学校に戻すことを目的としていいのか、悪いのかっていうかで

す。不登校の子は不登校で、不登校でいても、問題ない学習であっ

たり、いろんなことを問題ないような環境を作ることも大事だし。

だけども、私もちょっと個人的な感じでやっぱり学校に来れるよう

になった方がいいと思うんですよ。 あんまりそれを強く言うといろ

いろまた今批判的な話も出る、なんかそういった風潮があってです

ね。 これなんでまず、基本的にはやっぱり学校にぜひ来るようにな

って欲しいっていう思いは基本的にあってですね。さっきの話しあ

った、まず増えてる、増えててですよ、ちょっと一つ教育長でも、

ちょっと担当に教えてほしいんです。どんどんですね、小学校でそ

の今４６人であったり、なんていうんでしょう学校に来れるように

なった子ってのもいるんですよね。それって実態ってどんな感じな

んですか。ほとんどあんなもんですか、増え続けてるだけ、でもや

っぱり戻るようになってる子っていうのもやっぱりいるんでしょう

か。 

 

 

 はい、実際にあの不登校傾向として、まずこういう数上がってき

ているお子さんの中でも戻っているお子さんもそこまで多くはござ

いませんけれども、いる状況ではございます。 

 

 

 そこまでということは、例えば数人ぐらい。ほとんどがやっぱり

１回不登校になるとまず不登校。もし、数字なければ。 

 

 

 はい、完全な不登校っていうのは比較的少ないんです。不登校気

味でちょっと日数が多いかなというぐらいの子がいるぐらいで、例

えば先生方のうまい具合の指導っていうか、交流によって時々出て

くるとか、後半になると午後だけ出てくるとか、そういう子が増え

ているのは実際、学校訪問で聞いておりますので、他の方でいうと

ころの完全不登校って、まあ比較的少ないんじゃないかというのは

私の所感ですが、教育長いかがでしょうか。 

 

 

 はい、ふれあい教室の中でも、学校にまた行く回数が増えていく

子とか、それから来なくなって大丈夫だっていう子の報告もありま
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したから、学校の中の不登校の子どもであっても別室で一生懸命や

ってたりするのから、だんだん増えていって戻っていく、教室に戻

っていくという子もいて、やっぱり最初は人との関わり、何かでト

ラブルがあった時に、それを元に戻して何かのきっかけがあれば少

しずつもっていくという、そういう改善のものはそれなりにありま

す。 

 

 

 なるほど、多分、本当この子達って一人一人、理由っていうのは、

原因はまあ、家庭環境とかもあったりって、いろんなことがあるか

もわかんないけども、なんとなくこれぐらいこうして、もし戻る子

っていうかな、そういう子がいたとすればですよ、なんとなくでも

対応法っていうんでしょうか、一人一人やっぱり全然違うのかもわ

かりませんけど、戻った子がこういうことをしたら来るようになっ

たとかっていうのがだんだんこう積み上がっていけばですよ、 概ね

なんとなく対処法っていうか、対応の仕方ってどんどん増え続けて

いってるんだけども、そこをうまく、増える子は増えているかもし

れないけど、やっぱり学校に来れるようになった子もそれなりにこ

う増えていくようになってくれればっていうか、そういった、すべ

て違うんでしょうけど、なんとかその成功例でもない、なんて表現

すればいいのか、そういうのがこう積み上がってノウハウっていう

んでしょうかね、持つような出せればなという、そうでないとどん

どん増える一方で、それとあの先ほどの話にもありましたけども一

人一人しっかりとそのサポートしてあげる、ついてあげる、これや

っぱり非常に大事だし、褒めて伸ばすもそうでしたし、いろんな悩

みを聞くって、なかなかマンパワー的にかなりやっぱり学校環境の

人手が足りないという現実もやっぱりあるなかでですね、その辺も

やっぱり大変なんだろうなっていうのは思いがありました。いずれ

にしてもまあこれ全国的にこういった傾向になってきているだろう

なというふうに思うんですが、先ほど教育長から離職率っていう話、

これもっとずっと卒業して大きくなったからの話なんでしょうけど

も小中学校の中でやっぱりこういう風にして育っていく子っていう

のは高校に行ったとき、なんとなくやっぱり社会に出てからも、こ

ううまく溶け込めなかったりっていうところにやっぱりつながって

いくっていうのは心配ですし。市長の立場で言うとですね、由利本

荘市の子だけ、子どもたちだけをせめてですね、できるだけそうい

う、なくなってくれればいいものだなっていうふうには思ったり 

したところでした。感想みたいな話で恐縮ですけども、今話を聞い

てて、そんなことを思ったところであります。何か、今いろいろな

意見を聞いた中で、また皆さん何か、もしどなたかの発言について

発言とか質問があるとか、もしあればあれですけど、なにかござい

ますか、特にないですか、いいですか。はい、佐藤美帆委員。 
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 すみません、市長のお話を受けてなんですが、今はあまり不登校

の子を学校に戻そうとか、そういう考えもちょっとタブー視されて

きているということだったんですが、もう本当に私個人の見解にな

るんですが、学校や先生ほど信用できる場所と人はないと私自身は

思ってきました。社会にどんなものができたとしても、どんな素晴

らしい教育の組織ができたとしても、私自身はこの学校教育制度と

いうのを個人的にすごく信じてきました。なぜかっていうとやっぱ

りお金儲けではない、私は商業をやっていて、こういうことを言う

のもなんですが、そもそも皆さん金儲けのためにこの仕事をしてい

るわけではないんです。もちろん、皆さんの税金からお給料をいた

だいているわけですけれども、そういった気持ちで教育を目指して

いる人は、とりあえず私の友人たちの中にはいなかったです。 私が

出会ってきた先生たちの中にも、そういった人はいなくて、これほ

ど健全の場はないと思っています。まあ不登校ビジネスというか、

実際はそういうのも存在します。まあ全員そうではないし、意識し

ているしていないは別として、困っている人を助けたいという気持

ちからなのか、それともその人たちを巻き込んだビジネスをしたい

のか、というところは非常に曖昧で危ないところではありますし、

私、個人的にはできれば不登校の子どもたちは安全な教育の場に戻

ってきてほしいなと思うところでした。以上です。 

 

 

 ありがとうございます。なんか他にあれですか、どなたか、発言

があれば。はい、佐藤道昭委員。 

 

 

 度々すみません。 先ほどの不登校を登校に導くマニュアル的なも

のという話がありました。 私たち、学校訪問に行った時、割とそれ

聞いてるんです。校長先生からどうしてこういう風にうまくいった

んでしょうかって。そうするととても喜んでお話してくださいます。 

ですから、そう考えますと、そういう学校にお願いをして、当然匿

名ですが事例集でもないですけどね、それはちょっと集めることは

できるんじゃないかと。やっぱり若い先生、今はマニュアルの世代

になっておりますので、そういうものを見て自分に当てはまるのが

あってうまい具合に活用できればというのも、一つの勉強の方法と

してはありではないかと思いますが、なにぶんやっぱり個人個人の

ものですから、そういう点で、デリカシーな点もあるかもしれませ

んで、その辺を含めてもうちょっと検討しながら、可能であればそ

ういう事例を報告してもらうというのはできるんではないかと思い

ます。 

 

 

 ありがとうございます。 
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 他によろしいですか。もしあれば、いいんですけど、よろしいで

すか。 これ本当ですけど、今教育長も私も行政とかいろんな何か政

策的にやる時に、例えば目標を作って、やっぱり作るんですよ。た

だ、これがやっぱり、そういうあまり馴染まなくてですね。例えば、

さっき２．１％から２．４％になって、今３．１％。１００人に３

人の子と、じゃこれをまず３％以下にしようだとかですね、２%以下

にしようとかっていう目標って、なかなかこれって難しい、多分こ

ういうことについてはですね、不登校の子を何人までにする目標っ

てなかなか難しいんだろうなと思うんですけど、そういうことでも

ぼんやりとでも何かやっぱり目指す先っていうかですね、そういう

のもあるとまた取り組み方、もちろん本当どんどん増えていったら、

対応することばっかりで、対応っていうかね。まあ半分愚痴でもな

いけども。そんな思いもあって、できればね目標的な数値的なこと

とかです、そういうのもバーンと打ち出して、これぐらいは戻すん

だっていうのを掲げられると非常にいいのかなと思いました。教育

長、最後まとめ的なことを少しお願いします。 

 

 

 非常にまとめるのは難しいんですが。先ほどの皆さんのお話を聞

きながら、私自身もとても勉強になったし、学校が一番安全な場所

って言われるのはとっても嬉しいです。今やっぱり社会がいろんな

多様性を持っていて、家庭もものすごく様々です、そこで生まれた

子どもたち、育つ子どもたちに対し一つだけの方向性で行くってい

うのは絶対無理だと思うんです。そういう意味で支える側も多面的

な多様なもので支えていくというのは絶対必要だと思う。保護者の

方も担任の先生と話するのはちょっと苦手だけども、別のところだ

ったらいろいろ話せるとか、そういう人もいるので、そういういろ

んな手だてをしながら、いろんな前向きな進め方をしていくという

のは非常に大切ではないのかなと思います。子どもを支えると同時

に保護者も支えながら未来につなげていくっていうのは、やっぱり

うちの方向性としてはずっと持っていきたいなというふうに思いま

す。それから先ほどありましたように、その事例、積み重ねてそれ

をきちんと次に伝えて、それこそ若い先生が増えてきて、そのノウ

ハウを伝授するって非常に難しくなっているということと、家庭訪

問が今、非常にできなくなっています。普通の家庭訪問ってものが

なくってるんですよ。何かあった時、行っても玄関前出て終わって

しまうこともあるので、保護者とのやり取りとか家庭とのやり取り

っていうのも非常に薄くなっている状況の中でいろんな家庭ってい

うか、バックボーンを理解しながらフォローをどうしていくってい

うのをやっぱり先生方、若い人達にも伝えていけるように検討して

まいりたいと思います。ありがとうございます。 
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 はい、ありがとうございます。 そうすれば今度は話題を変えまし

て２自由討論という感じになりますが、子どもたちへの教育につい

てですから、本当に幅広いテーマということになりますが、そこに

ついて少しまた委員の皆さんからお話を伺っていきたいと思います

が、今度はですね、順番を逆回しをさせていただきます。私からち

ょっと話しさせていただいて、その後、教育長、嵯峨委員、佐藤美

帆委員、小坂委員、佐藤道昭委員と。 

 そして私も少し話して最終的に、色々とまたそれについて皆さん

からお話を伺って、最後教育長にまとめてもらうというふうに進め

させていただきたいと思います。まず、この子どもたちへの教育に

ついてということで本当に幅広い話になるので、いろいろあります

けれども、ちょっと前に私何度かお話をしたことがあったので、聞

いたことある方もおられるかもわかりませんが、私市長なので、由

利本荘市の子は他の市町村の子よりもちょっと秀でたものがあれば

なっていう思いをまず持ってます。どういったことがいいのかって

大きく２点ぐらい。これはもう私市長になった時にすぐに教育長に

もこういうふうにしてほしいという話をしたことなんですが、まず

２点言うと、英語の力をつけてもらうということと、ＩＣＴの力を

つけてもらいたいっていう話を、由利本荘市の子は他の中学校の子

よりはというような話をしました。これ何かっていうとですね、将

来的にはずっと先になりますけども、子どもたちが将来高校出たり、

大学出たりして就職とかになった時に英会話、まあ日常的な英会話

ができるよだとか、ＩＴの関係パソコンなんかもちょっとみんなよ

りも自分が詳しいよっていうスキルがあると一気にいろんな職業に

就くにあっても選択肢が広がるって言うんでしょうか。いろんな場

面がきっとあるだろうなと思ってですね、やらせたいなというふう

に思っています。将来的に英語もＩＴも全く使わない職業というの

もいっぱいありますから、別にその職業につけということではない

んですけども。実際ですね、私市長になってからも特に思うんです

けど。先般もですね、観光インバウンドでタイに行ってきました。

タイの旅行業者の皆さんにトップセールスって、営業マンなもんで

すからかなり営業してきたんです。やっぱり最後英語なんですね。

私は英語は全くダメなもんですから、なかなか思いを伝えれなかっ

たり、向こうの言ってるのをどうも理解できなかったり。通訳を通

してやり取りできるんですけども、もう少しちゃんと英語の勉強し

とけばよかったなっていうのをとっても思いました。いろんな文法

だとか、そういったこともそうなんですが、やっぱり基本的に会話

が一通りできればと。スマホ使ってですね、いろんなやりとりをし

てみたんですけどもなかなかやっぱりね、翻訳もうまくいかなくて

ですね。まあ、由利本荘市の子にはぜひ一般日常会話ぐらいはでき

る子にしてほしいということが一つ、それからＩＴについてもです

ね、これもよく例で私言いますけども、由利本荘市の子は全員ブラ

インドタッチが、指を見ないでカチャカチャってやってると。由利
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湊市長 

 

 

本荘市の子は全員ブライトタッチができるんだとか。これだけでも

多分、他の市町村とかよりは少し由利本荘市の子がまあスキルアッ

プというか、ちょっと秀でた能力というか。なので、バンバンプロ

グラムを組むとかそういうことではなくて、ちょっと簡単な画像の

処理だとか、今パワーポイントでいろんなものを作らないといけな

い社会に出てですね。そういった時の見栄えの良さだとか、よりコ

ンパクトな言葉になるようなものだとかですね、そういったことを

含めて、ＩＴの能力と英語の能力の力、これについては他市町には

負けない教育をぜひやってほしいということでですね、教育長にそ

ういうことを言えばですね、じゃ予算くれるんだなって言われます

が、まあ予算はないけどもという話もしながらですね、いずれ私と

しても、由利本荘市の子にはそんな子になって欲しいななんていう

思いを持っているというあたりをちょっと紹介をさせていただきま

した。 次は教育長少し話しいただけますか。 

 

 

 はい、そうすれば私の方から由利本荘市に限らず、人口が減少し

ていって、非常に人がいなくなっていく。 この現状の中でやっぱり

私はもっと海外からいろんな人が来てここに住んでもらってそうい

う関わりがいっぱいあるような、そういう世の中になって欲しいな

あっていうふうに思います。それには多分、英語の力っていうのは

非常に大きいものがあるんだろうなと思います。英語のＡＬＴとか

も各学校に配置してますよね、でも私自身の反省としてまだまだそ

の活用っていうのは不十分だし、日常的に子どもとの関わりってや

っぱり少ないなというふうに思ってます。そこは委員会としても、

今までコロナでいろんなことができなかったのから１年経っていろ

んなことができるようになったので、もっとアイディアを出してや

っていかなければいけないなと。昔だとキャンプ生活とか、いろん

なことをイベントをやるときに、そういうＡＬＴの人たちも入って

やったりとかそういうこと色々やれてたので、なんかそういうこと

をやりながら普段からそのなんていうかな英語を使っていろんなコ

ミュニケーションをするという楽しさを味わうそういう体験とかも

っと増やさなければいけないなというふうに思っています。  

 それからＩＣＴに関しては、教育支援センターでもいろいろ取り

組んでやってまして、科学フェスティバルでもそういうコーナーと

かをやっているんですけれども、まだまだ不十分ですし、もっとい

ろんな視点から突っ込んでやっていかないとダメだろうと思うので

頑張ります。 

 

 

 はい、それでは、嵯峨委員お願いします。 
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 はい、私も秋山先生おっしゃったように、今年の途中からなので

中学校の学校訪問二つしか行けてないんですけれども、ＡＬＴがも

ったいないなというふうに思ったのが正直なところありまして、せ

っかくＡＬＴがサポート先生みたいに回っているっていうのはもっ

たいないと思うんで、せっかく学校にいる日はＡＬＴが主役の全員

参加型の公用語、この時間は英語ねみたいな、あの環境におければ、

もっともうちょっと子どもたち英語に抵抗なくなるのかなというふ

うに思いました。それとＩＣＴの活用ですけれども、先ほどもちょ

っとお話をさせていただきましたが、子どもたちがＩＣＴを活用で

きる授業というよりかは、現状では先生たちがパソコンを使う授業

っていうふうに見て取れたなと数少ない学校訪問の中では思いまし

たので。パソコンに対して自分たちが持っているタブレットで答え

る、その統計を返すとか、せっかくやっぱり情報通信技術でいいの

は統計がすぐ取れて、それを伝えられることだと思うんで、子ども

たちがどうやって物事をパソコンで検索するのかとか、そこからど

うやって深掘していけるのかとか、そういうふうな方に興味が向け

るようになってくれれば、それこそおそらく世の中の頭の良さって

検索能力の高さのことを言うんだと思うんで。 ＩＣＴを活用した検

索能力の高い由利本荘市の子どもたちがいっぱいできるのかなとい

うふうに思いました、以上です。 

 

 

 ありがとうございます。ＩＴ・英語にかかわらないことでももち

ろんよろしいですので。次、佐藤美帆委員にお願いします。 

 

 

 はい、市長は英語とＩＣＴでなんかこう飛躍できる子どもたちと

いうことでしたが、でもこれ総括すると、コミュニケーション能力

が大切と言っているのかなと私には聞こえて。英語で思いを伝えた

いし、ＩＣＴも今となっては、ＳＮＳとかコミュニケーション手段

になってきているので、そういったことであれば、私は思いは一緒

かなというところで、コミュニケーションスキルがやはりすごく大

切なのかなというふうに思っていますね。今の子どもたち、実際に

こう集まって遊ぶというよりは、実はもう家に帰ってクラスのグル

ープラインを繋ぎっぱなしに、ビデオ通話を繋ぎっぱなしにしてい

て、順番にこう、まあお風呂の入ってる時は入れない、そのグルー

プラインに入らない子はいるけど、もう誰かがそのグループライン

に入ってて、こう繋がっている状態で過ごすなんていう中学生もこ

の由利本荘市には、そういうクラスももちろんあったり、そういう

の考えていくと全然学校の中じゃなくて、もう家庭で使いこなして

ます。もう大人が止められないぐらい進んでいるというか、どちら

かというと私はＩＣＴどんどん活用してねと言いたいので、きちん

としたルールづくりが最も大事になってくるのかなと思っています
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ね。危険だから安易に禁止ということではなくて、安全に使う、気

持ちよく使う、良いことに使うというふうにまあ子どもたちに早め

早めに伝えて教えていくということですね。英語もそうなんですけ

れど、大人になってしまうとなかなかこう身につかない。ＩＣＴ、

私が今念頭においてお話しているのはスマートフォンですけども、

その使い方も初めから良くない使い方をしてしまうとやはりそうい

った使い方も、なんか続けてしまうか、やめるかわからないですけ

ど、発覚するまでは続けてしまうかもしれないですよね。そういっ

たところもあるので、なかなか子どもたちに追いつく方が私たちは

大変ですが、それでもあきらめずに子どもたちにこれはこうなんだ

ということを教えて、これはこうといっても、こう本当にこう曖昧

なんですが、ＩＣＴを活用する時にもやはり倫理観と道徳心を持っ

てということを伝えていく必要があるなと、目に見えるようなルー

ルづくりというのが直近の課題ではないかなと思っております。 

以上です。 

 

 

 ありがとうございます。それでは、小坂委員お願いします。 

 

 

 はい、私は５年生から英語を始めるというのは、そしてチャンツ

など、こう音楽に合わせて賑やかに言葉の発音の練習をするという

のが今行われているんですが、発達段階を考えると、ちょっとやっ

ぱり５年生では引いてしまっている子どももいるというのが実態で

す。私は、にかほ市で自分の学校でＡＬＴをいただいたとき、ＡＬ

ＴにＴ１になっていただいて、そして１年生から英語の授業してい

ただいて、６年生まで全部自分の学校ではＡＬＴの方にやっていた

だきました。その時に気づいたのはチャンツなどのあの賑やかな英

語の学び方はやっぱり低学年の学び方だということで。本市では幸

いなことにＡＬＴとＩＣＴ支援員がいますので、ＡＬＴの方に例え

ば１年生は５分の動画を１０本作っていただいて、チャンツで言葉

遊びの動画を作っていただいて、それを支援員に子どもたちのタブ

レットに入れていただいて、それを自由に使える、目的はネイティ

ブスピーカーの発音に耳を、聞き取る耳を育てる、そういうやり方

だったら、今すぐできる。ＡＬＴの方々はいつもＴ２でやっぱりち

ょっと力を発揮しきれてないのではないかなというところもありま

す。それぞれの能力を持ったＡＬＴの方々がいっぱいいて得意のこ

とを発揮していただくととてもおもしろい動画ができると思いま

す。そういう面でＡＬＴの方々に１年生から４年生、自由に子ども

たちが自分のタブレットを開いて好きな時に聞ける、そういう動画

を作っていただいて。例えば一番最初、私は１年生でチャンツで５

分間で、もう１０本、２年生は挨拶だけで１０分間の１０本とか、

３年生４年生になったら会話になったりで、４年生になったら本市
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の素敵なところを紹介する。 そういう言葉を入れていただいた動画

を作っていただいたりしてで、評価はいらないので教育課程には入

ってませんので、例えば、自由な時間に自分の好きな時に見るとい

うことで、本当に目的はネイティブスピーカーの発音に耳を育てる。

それだけをやっておくだけで５年生になってからも急にチャンツ習

った時のあの引く雰囲気は逆になくなるのではないかなと思いま

す。やっぱり思春期に入って反抗期に入った子どもが急にあの幼稚

園の子どものように弾み音楽の中で発音しなさいと言われても恥ず

かしくて発音できない子も実はいるんですね。でも私たちが訪問し

た時は素直な子どもたちなので頑張って口を動かしてくれている。

そういう子どもたちを見ると、申し訳ないなと思いながら授業を見

たりする時もあるんですけれども、だから本市が本当に市長様がや

る気があれば、今の状況でやれるのではないかな。とにかく英語に

耳を育てるってことはとても大事なことなので、そんな風にして本

市の子どもたちが１０年後にはみんなネイティブスピーカーと会っ

ても動じないで聞き取れる、もし聞き取れなくてもスマホを使って

伝えられる、コミュニケーションが高まる、そんな子どもたちって

いうか、大人が育っていけると嬉しいなと思いながらなんか飛び抜

けたことを言って申し訳ありません。今お話聞きながら急激に思い

ついてしまいました。申し訳ありません。 

 

 

 はい、ありがとうございます。もう今日からできるということの

ようですが、今日からできるそうですから。 明日から、考えてみて

ください。はい、それでは佐藤道昭委員、よろしくお願いします。 

 

 

 はい、それではまず、市長さんがおっしゃいました英語とＩＣＴ

に関しまして、私の方からもなんですが、英語に関しては今先生方

お話しましたとおりなんですが、私実はＡＬＴの使い方がちょっと

違うんじゃないかと。先生が読む代わりにＡＬＴが読んで、発音だ

けはネイティブな発音を聞いて、普通の授業しているのが現状では

ないかと思うんです。正しくない使い方といたしましては、ＡＬＴ

には文法云々関係なく、先生関係なく、本当生きた会話を子どもた

ちとしてもらう。それを一つの授業にしてもらう、ちゃんとした授

業ではちゃんと日本人の先生が文法とかスペルを教えるとか、その

辺をちゃんとやらせる。その二本立てにすれば、この会話に関して

は耳も慣れるし、それに対する反応とかで割と単語の、多分会話に

なるかもしれませんが、それでも実際にはそれが一番使える会話な

んですよ。文法云々よりもそういうのがあってもいいんじゃないか

なと思ったのは一つです。ＩＣＴの使い方ですね、これはブライン

ドタッチに関しましては、学校を見てみると一つのクラスに１人・

２人はブラインドタッチやってる子いるんですよ。考えると大体５
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％ぐらいの子がブラインドタッチできているような感じに見受けら

れます。これ中学校で小学校はそこまでいきませんけど、中学校に

なるとそういう子が増えておりますので、本当ＩＣＴに関しても、

これは結構いいことだと思いますし。また、パワーポイントの使い

方の今の子どもたち小学校から上手に使ってますね。そういう子は

何人かいます。これはたぶん１０%くらいかもしれませんけども、で

もそれだけちゃんと成り立ってきていますので、まだ始めて数年で

すから、これからどんどんどんどん積み重ねてくるとパワーポイン

トと、それからエクセル関係はとても子どもたち上手に使えるよう

になってきていると思いますで、しかもブラインドタッチは今ね、

ありますよね、確か点数とか出るのがありますので、それで遊んで

もらって、どんどん子どもたちは増えるんじゃないかと思っていま

す。ただ、私はパソコンで検索したものが記憶に残んないんですよ。

その都度検索してとっても便利ですけども、その後１年後ぐらいに

そのことをもとに話をしようとすると、またもう一回検索して結局

２・３日で記憶から消えたんですね、フラッシュメモリなもんです

から。それで子どもたちも多分同じようなもんだと思います。でも

やっぱり検索が大事だというのがあると思いますので、ぜひともパ

ソコンを大いに使っていただきたいと思っております。すみません、

それ以外のことでちょっとよろしいでしょうか、コンパクトシティ

というと結構なりますが、その街中自体は変わっておりませんが少

子化進んでおりまして、学校の方も今回また小友小学校それから子

吉小学校、今の鶴舞小学校も使わなくなってしまいます。その時に

その学校の後をどう利用するかというのは、これから早急に考えて

いかなければ、もう２年後、２年後じゃない１年半後の話になりま

すので、そこを真剣に協議して地域と考えながらやっていく必要が

あるんじゃないかと思うのが一つと、また先ほど言いました少子化

によりまして、これ以上多分学校を減らすことはできないと思いま

す。今の現状では東由利とか鳥海とかその辺も少ない人数で学校を

やっていく可能性が大きいと思うんですが、そうなった場合にも複

式学級に対する対策です。これいずれ必ず出てくることですので複

式学級に対する地域住民の考えと、それからそうなった場合の理解

ですね。そこを求めていく必要があるんじゃないかなっていうのが

大きい喫緊の課題としてこれから頑張っていただきたいと思ってお

りますし、私たちも無い知恵を絞りたいと思っております。最後の

もう一つなんですが、あの何年も毎回言ってますが、給食費の無料

化をどういう風に進めていけばいいのかなと、今回また給食費が値

上がりするもんですから、今日も特に考えました。それを無償化す

ると結局市の負担が増えてしまうというのは当然わかります。 しか

しながらその捻出する方法をみんなで考えながら、その無償化に向

かう方向でちょっと考えていきたいなと私たちも思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 以上です。 
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 はい、ありがとうございました。 今、一通り皆さんから色々と話

を伺いました。いろんなお話を受けて、何か皆さんからあれば特に

大丈夫ですか。はい、どうぞ。 

 

 

 ちょっと皆さんに聞いてみたいことがあるんですが、聞いてもよ

ろしいですか、皆さんいいですか。ＩＣＴの活用ということでパワ

ーポイントのお話がいろんな方から出たんですが、パワーポイント

を知ってる方、使ったことがあるよという方は手を挙げてみてくだ

さい。絶対使ったことありますよね。逆に部下にしかやらせてませ

んという方いないですよね、はい。聞いたこともあるし、見たこと

もあるし、まあやったこともあるということで、そうするとキャン

バというアプリを使ってるよ、知ってるよっていう方はいらっしゃ

いますか、キャンバというアプリ。実はですね、今主流になってき

ているのはキャンバというアプリなんですね。まあ主流といっても、

例えばあのプレゼンの現場とか、まあ行政の方ではやっぱりパワー

ポイントを使われている方が多いと思うんですけども、今流行りの

プレゼンをやっている３・４０代の方々はもう皆さんキャンバとい

うアプリを使っていて。もちろんパワーポイントでできることもあ

るし、キャンバの方が素晴らしいところもあるし。私はどちらかと

いうとパワーポイントで作ったものをキャンバで加工しているって

いう形なんですけど、あのキャンバというアプリなのでスマートフ

ォンがあれば作れます。それでプレゼンの準備も全部できてしまう

し、パワーポイントで工夫しないとできない、この図面を入れるに

はどうしたらいいんだとかやっていることが、キャンバというアプ

リだともう子どもたちでも、もうプロが作ったんじゃないのってい

うものが作れたりして、そういうことがあったりもするので、ぜひ

ぜひいろんなアンテナを張って、多分行政のそういうプレゼンもす

ごく華やかになるかなと思ったので聞いてみました。ありがとうご

ざいます。 

 

 

 はい、ありがとうございました、勉強になりました。他に何かあ

れば。はい、どうぞ。 

 

 小坂先生のＡＬＴの使い方すごく、ぜひやっていただきたいなと。 

僕の子ども、下が１年生で上が４年生のそれぞれのとこから始めら

れそうだなっていうのが一点。やっぱり先生がおっしゃったように

小さい頃から英語に慣れ親しむっていうのが大切だと思うんでは

い。それと思い出したんですけど、確かどこかの小学校、中学校 

だったかな、公立の中学校が人気ユーチューバーを呼んで、一人一

人ユーチューブの動画を撮影する真似事ですけどね、世界に配信す

るわけじゃないんで。けど、自分の番組を作ってみるというような
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企画をされた学校がありました。その後にみんな自分の作った動画

をプレゼンする機会もあるでしょうし、そこに順位がついたら面白

かったんでしょうけれども、そういったＩＣＴの活用、その英語も

そうですし、情報通信機器も自分で発信する立場になってみて、そ

の使い方を知るっていうのもあったなと思ってすみません。話して

て思いました。 

 

 

 はい、ありがとうございます。何か他にありますか。はい、いろ

いろと話を伺いありがとうございます。本当に明日からできるって

いうそういうこともご提案いただきまして、いずれＩＣＴについて

は本当に子どもたちの方がかなり進んでいると全くその通りです。

私、これ前も話ししたことがあったのですが、私、２０年ほど前に

ＰＴＡ会長、小学校か中学校の卒業式か入学式の挨拶の時に「情報

化社会で生きるには」っていうことを話ししたことあったんですが、

それは何かというと嵯峨先生の話を聞いて思い出して、世の中情報

がいっぱいある、それこそヤフーでも検索するといっぱい情報があ

るじゃないですか。その情報をうまく利活用するだとか、検索する

っていう情報を得るということ、これ、情報社会で生きるには大事

だというのはその通りなんですけど、逆にそれぐらい情報が世の中

にあるっていうことは、それだけ情報出してる人がいるということ

だと。これからやっぱり情報を出せないとやっぱり埋もれていって

しまうというような話をしたことがありました。そういう意味でユ

ーチューブとかＳＮＳとか、そういった情報の発信もそうですけど

も、その時、私が一つ例として言ったのが、小学校の卒業式の時で

今中学、高校だったらちょっと今度次の学校に行った時に、やっぱ

り中学校の卒業式ですね、高校に行った時に、多分みんな知らない

人たちと一つのクラスになった時に、例えばあなたは野球部だった

野球部だとしてでですね、新しく高校に行ってクラスがあった時に、

例えば道昭さんが野球部、中学校で野球部やってて、でも野球部だ

ってわからないわけですよ。初めて会うので、それで誰かが道昭さ

ん、ちょっと走るの早いですかって例えば聞かれたときに、いや、

陸上部だったわけでもないし、そんな得意かって言われるとあまり

なのでと、例えば答えたとすると。これは違ってないんですよ、そ

うすると私には道昭さんは走るのが苦手な人ってインプットになり

ます。なるんだけども、その時に走るのも得意かって聞いたとき、

陸上部じゃないから野球部だったので、野球する範囲で走るのはで

きるよっていうと、野球の得意な人ってインプットなるわけですね。

同じ人なんだけども、その情報の出し方によってこっちのインプッ

トが変わってくるって話をですね、もうちょっとわかりやすく言っ

たような記憶があるんですけど、言いたいのはそういうことでです

ね。 情報化社会で生きるっていうのは情報を得るっていうことだけ

でなく情報をいかに出すかとか相手にその自分のこと、わかるよう
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にして出すか、これが情報化社会で生きるには大事なんだっていう

話をさせてもらった。ここで力説するほどでもなかったんですけど、

そんなことをちょっと思い出してですね。そういったことも子ども

たちがやっぱり少しね、情報の出し方、さっきの野球の話で言うと

ね、これはアナログ的な話ですけどもね、そういうのを含めて自分

の情報をしっかり相手に伝えるって、あたりのこと。後もう一つで

すね、よく最近思っているのは、私も新聞紙は見ますけども。やっ

ぱネットで見る方が多くなっていました。例えばさきがけのオンラ

インであの紙面じゃなくて文字で見るとですね、みんな同じ。なん

ていうの、その扱いは一緒です。 当然だけどタイトルが一行ずっと、

ってポンと押すとある。新聞紙は、一面に扱いが違うんですね。大

きかったり小さかったり、それが二面になったり、そういう要する

に何が今大事なのかとか、やっぱり新聞紙はわかるんですね。これ

は今日のトップか、テキストでガーッと並んでるとその大きさの違

いが分からないですね。なので、そういったことを少し子どもたち

にもですね。ネットで見るのはそうだけど、新聞紙で見るとその大

事なところっていうのがわかる。だからよく私アナログも大事だっ

ていう言い方する、そういうことなんです。そんなことも子どもた

ちに少しね。最後まとめてもらいますですけどもね。給食費の無償

化もやっぱり検討を実際やって今３億ぐらいかかってですね。ちょ

っとすぐできるかどうかも。しっかりと頭にはあってですね、やれ

ればなっていう思いはありますが、例えばですよ、そこまで全然議

論進んでませんけども、例えば、全員じゃなくて学年で、例えば２

人目と３人目からとかですねとかいうの。まあそれもあまりえげつ

ない。ちょっと例えば、なんかそういうやり方っていうかね、そん

なことを研究しないといけないかなとは、思ったりはしていました。

それでは今の話で、教育長いかがですか。 

 

 

 他のところで中学校は無償とかもあるんですよね。だからそうい

うのだと小学校卒業するとただになるとかもあるので、まあやり方

はいろいろあるのかなと思います。私たちの方でも研究させていた

だきます。英語に関しては一番思うのは、私たちがこう若い頃って

いうか関わってきた英語ってなんていう、点数を取るための英語だ

ったですよね。それから今変わってきてるのは、やっぱりコミュニ

ケーションのための英語に変わってきていることが、学校がなかな

かそれを取り入れられない。 あの指導する側としてなかなか取り入

れられないっていうのが現状であって、ただ小学校の方が多分柔ら

かく対応していってるんですよね。そこをもっと変えていくってい

うのは、やっぱり私も今後より踏み込んでいかなければいけないと

いうか、いっぱいやっていかなければいけないところだろうなと思

いますし、先ほどいろいろなアイディアをいただいたＡＬＴとＩＣ

Ｔ支援員を組み合わせた使い方とか、そういう活用の仕方っていう
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のはやっぱり勉強していきたいし、現実のものにしていきたいなと

いうふうに思います。ちらっと内輪で喋ってるのは中学校だと例え

ば朝読書の時間って結構ありますよね、そういう中の例えば一日だ

けでも朝学活が始まるまで、英語コミュニケーションの日にして、

そこは英語だけで友達ともやり取りするとか使う英語を日常化して

いく、そういうことが取り組みとしてはできるんじゃないのかなっ

ていうのは今検討してる、どこまで今できるかわからないですけれ

ども、校長会の中にも話しながら何らかの形で具体化していきたい

なというふうに思っています。それから情報を出すことに関しては

もう私たちが学校でお願いしてるのは、学校報とか学校の出来事に

ついてはできるだけ校長先生とかであの情報、学校報っていうか学

校ホームページが出るので、その中で出してくださいっていうふう

に話をして、それはすごくどこの学校もきちんとやってくださって

ます。そうすると、その学校の出身のＯＢの方、東京にいたり、他

にどこかにいる人からメッセージが来たりして、まあ、こういうふ

うにやってくれてるんだなっていうふうな情報発信は少しずつです

けれども、前向きにできてるなっていうふうに思います。最後に先

ほど市長も話しありましたし、道昭さんからもありましたけれども

アナログの部分っていうのもやっぱり非常に大きくて、デジタルっ

て効率よく進むけれども、残らないように脳に負担がかからないの

であの脳の刺激には非常になりにくいんだそうですので、脳を発達

させる鍛えていくためには、やっぱりアナログ的なところも非常に

大切で、そこの使い分けをどうきちんとやっていくかっていうのも、

学校教育の方がとても大切になるんだろうなと思いますので、そこ

ら辺も私たちの方でいろいろ検討しながらしっかり進んでいきたい

と思いますし、情報発信についてはこれから必須なのですごい頑張

っていきたいと思います、以上であります。 

 

 

 はい、ありがとうございました。まずは自由討論という形で、子

どもたちへの教育について、２番について今また皆さんと色々と話

をさせていただきました。今承ったお話を受けてしっかりと取り入

れてですね、市の教育行政についてしっかり推進していきたいとい

うふうに思います。ここで大きい３番、意見交換については、ここ

でまず閉じさせていただきまして、大きな４番その他について、こ

こも自由にというかいろいろな思いを、思いと言うんでしょうか、

話をまたお一人ずつまとめ的な要素でもいいですし、何かお話をい

ただければと、最後にいかがなもんでしょうか。順番に道昭さんか

らまた。 

 

 

 すみません。さっき全部言っちゃいまして、あともう心残り何も

ない感じなんですが。本当に子どもにはチャレンジする子どもたち、
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失敗を恐れない、そして失敗してもそれを褒めるぐらいの教師の度

量、それで子どもたちを伸ばしてもらって。本当に由利本荘市いい

なという、そういう心を持って地元に帰って先生やるっていう子が

増えればいいなというのが一番大きいところです。 そういう教育を

先生たちにも心がけていただき、私たちもそれを支援できればと思

っておりますので、よろしくお願いします。 

 

 

 ありがとうございます。それでは小坂委員。 

 

 

 私は、学校の式典等で市長様がご挨拶なさる時に自分がご挨拶な

さるメインに今日の子どもたちの一番良いところを最初に褒めてく

ださっている。例えば、背筋がきちんと伸びていて姿勢がいいねと

か、朝の歌声が良かったねとか、そうすると子どもたちはそれ以上

に、姿勢を褒められると背筋をピンと伸ばして市長様のお話をお聞

きし、そして最後に校歌を歌う時には、もう精一杯歌うという。市

長様が来校してくださって、自分たちを褒めてくださるということ

をとても喜んでいる姿を何度も見ることができましたので、これか

らもぜひ学校にいらして子どもたちを褒めていただければ。 そして

市長様のこの英語とＩＣＴに強い由利本荘市民を育てたいというこ

とをアピールしていただいて全市でみんなでそんな子どもたちを育

てれればと思っております。ありがとうございました。 

 

 

 はい、お褒めいただいて恐縮です。佐藤美帆委員、よろしくお願

いいたします。 

 

 

 本日はありがとうございました。 実は私はここで何か立派なこと

をしゃべらなければいけないと思って、いろいろ調べて勉強してき

たんですけど、なんかどうでもよくなるぐらい、皆さんと本音で会

話できたなと思って、充実の会議でした。 ありがとうございました。 

 

 

 次は、嵯峨委員にお願いします。 

  

 

 はい、様々な角度から教育について意見を僕も、いろんなお話を

伺って勉強になりました。それでぜひ英語ができてＩＣＴに強いブ

ランディングがこうできれば、ここの子ども達ってすごいねってい

う、どこに行っても。それこそ上手にやった大学あるじゃないです

か、国際教養大学。ミネソタ州立大学の分校だった時と比べてすご
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いブランディングでどこにいっても就職できるじゃないですか。き

っと市長がうちの子たちもそういう風にしてくれるんじゃないかと

期待してます。よろしくお願いします。 

 

 

 はい、少しプレッシャーを感じながらしっかりやっていきたいと

思います。それではここで、意見交換とその他について閉じさせて

いただきたいと思います。 大変貴重なご意見を多々いただきまし

て、ありがとうございました。今後ともお願い申し上げます。それ

では進行の方を総務課長に戻します。お願いします。 

 

 

 はい、これまで長い時間にわたりまして、ありがとうございます。 

皆様の活発な意見交換等誠にありがとうございました。教育委員会

と連携して、未来の本市を担う子どもたちのより良い教育環境の充

実に努めていきたいと思っておりますので、よろしくお願い致しま

す。これをもちまして令和６年度の総合教育会議を終了いたします。 

ありがとうございました。 

 

 

【16:38 終了】 

 


